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				概要

				高齢者にとって問題とされるフレイルには身体的側面、精神・心理的側面、社会的側面があり、食は身体的側面だけでなく、社会的側面とも関連している。シェアダイニングは新しい食の経験を提供するための場であり、そのために設計したダイニングスペースや様々な要素技術によって、そこに集う人たちの協働を促進する。このような場が、フレイル予防の1つの選択肢として実際の高齢者施設における有効性を検討した。
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				高齢者施設におけるシェアダイニングの展開が、パーソンセンタードアプローチおよびコミュニティベースのアプローチとして有効かどうかを検討する。
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				ベネッセスタイルケアの運営する有料老人ホームにおける様々な取り組みの好事例、とりわけ料理や飲食、
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				野菜の栽培等の「食」に関連する活動例を行動観察とインタビューで収集し、その成功要因を分析した。

				「食」に関する活動の効果

				「食」に関する活動は、高齢者施設の入居者のモチベーションの向上や、生き生きとした様子に繋がることが示された。具体的には以下のような行動が観察された。

				・レシピや料理法はよく記憶されている。

				・包丁は難なく使いこなす。（手続き記憶は維持されている）

				・レシピや料理法について、熱い議論が見られる場面もあった。

				・入居者は調理中お互い助け合い、それぞれ自分が得意なこと、できることをしていた。

				・調理したり料理をふるまったりすることがうまくいくことで、入居者は満足感を感じる。

				・調理や料理をシェアすることで、入居者の食に関する記憶が呼び起こされる。

				・1対1で実施するよりも、グループで実施する方がより高い効果が得られると推測される。
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				抽出された成功要因は以下のとおりである。

				　・個々の入居者のやりたいことやニーズ、日常生活動作(ADL)を予めきちんと把握する。

				・職員が入居者のかわりにするのではなく、入居者自身がさまざまな日常行動ができるようサポートする。

				・入居者の主体的な社会参加やコミュニティへの参加をサポートする。

				入居者が自分で食べたいものをみんなで相談しながら作ったり、他の入居者にもできた料理をふるまうことは、高齢者施設でも「当たり前の」生活ができることに繋がる。

				高齢者が技術を受容する可能性

				技術的なツールの利用は、介護スタッフの支援を受ければ困難ではないことが、次のような例によりわかってきている。

				・遠隔会議システムを利用しての家族とのオンライン対話

				・タブレットやV　Rを利用したトレーニングシステム
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				したがって、シェアダイニングの要素技術も、おそらく高齢者施設の入居者に受容され、入居者の健康で生き生きとした生活に役立つと考えられる。
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